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申命記は、イスラエルの⺠がモーセを通じて神の掟と法を与えられ、それに忠実に⽣き
ることで命を得るようにと命じられた話を記しています。さらに、掟と法を守るという
その⺠の忠実さを通じて、諸国⺠が神の偉大さを知るようになるとも記します。すなわ
ち、神の掟と法を守ることは、自分自身の救いのためだけではなく、神の栄光を具体的
に表すためであり、新約の言葉で言えば、福音宣教の業であります。

使徒ヤコブは、わたしたちの心に植え付けられた神のことばこそが神からの賜物であり、
その言葉は救いを与える真理の言葉であると記します。その上で使徒は、心に植え付け
られた御言葉を「聞くだけで終わる」ような自分を欺いた者ではなく、「御言葉を行う人
になりなさい」と呼びかけます。

マルコ福音は、ファリサイ派と律法学者が、定められた清めを行わないままで食事をす
るイエスの弟子の姿を指摘し、掟を守らない事実を批判する様が描かれています。それ
に対して福音は、ファリサイ派や律法学者たちを「偽善者」と呼び、掟を守ることの本
質は人間の言い伝えを表面的に守ることではなく、神が求める⽣き方を選択するところ
にあると指摘したイエスの言葉を記します。

マタイ福音の 5 章 17 節には、「わたしが来たのは律法や預言者を廃止するためだ、と思
ってはならない。廃止するためではなく、完成するためである」というイエスの言葉が
記されています。さまざまな掟や法が定められた背後にある理由、すなわち神の望まれ
る⽣き方に近づくための道しるべとして与えられた役割を思い起こし、人間の言い伝え
ではなく、神の望みに従って道を歩むことが、掟や法の「完成」であります。すなわち、
使徒ヤコブが記しているように、その掟や法を定められた神のことばを、馬耳東風のご
とく聞き流すのではなく、「御言葉を行う人」になることこそが、求められています。

あらためて言うまでもなく、わたしたちキリスト者は、すべからく福音宣教者として⽣
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きるように招かれています。教皇フランシスコは、「福音の喜び」にこう記します。

「洗礼を受けたすべての人には例外なく、福音宣教に駆り立てる聖霊の聖化する力が働
いています。（119）」

その上で教皇は、「イエス・キリストにおいて神の愛に出会ったかぎり、すべてのキリス
ト者は宣教者です。・・・最初の弟子たちに目を向けてください。彼らはイエスのまなざ
しに出会った直後、喜んでそれを告げ知らせに行きます。・・・一体、わたしたちは何を
待っているのでしょうか。（120）」と記し、福音宣教者としての召命に、わたしたち一人
ひとりが目覚めるように促します。

福音を告げるためには、わたしたち自身がそれに⽣きていなくてはなりません。わたし
たちは、単に知識としての信仰を語り伝えるのではなく、信仰を具体的に⽣きることに
よって、わたしたちが人⽣で出会う人をキリストとの個人的出会いへと招かなくてはな
りません。

そのためにこそ、わたしたちは、神の言葉をただ聞いて理解する者に留まらず、具体的
に行う者となる必要があるのです。

困難な状況が続く中で、不安の暗闇は、わたしたちを分断と対立へと誘います。わたし
たちは神の言葉を行うものとして一致を実現するために、愛といつくしみを実践する者
となりましょう。


